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商工会員数
（平成28年9月28日現在）

北房地区

会員数

155

落合地区 360

久世地区 323

勝山地区 238

地　区

美甘地区

会員数

28

湯原地区 106

蒜山地区 185

新庄地区 55

合　計 1,450

地　区

詳しくは、真庭商工会へお問い合わせください。

3つの特典3つの特典 商工貯蓄共済商工貯蓄共済
加入の特典

1口2,000円、最高20口までご加入いただけます

・人間ドックの助成が、最高8千円まで
受けられます。（ただし、5口以上加
入の方。福祉共済の加入者又は被共
済者の場合、最高1万円まで助成）
・弁護士の法律相談が無料で受けら
れます。
（ご相談の秘密は厳守いたします）

1年の掛金を前納で、1年経過後に1口あたり
1,200円の奨励金があります。

10年間で満期となり、貯蓄
積立金及び満期配当金を
加入者にお返しします。

貯蓄
事業資金（運転・設備）、生
活安定資金などが、貯蓄積
立金の最高5倍までご利用
いただけます。

融資

全国規模の集団扱いのた
め安い保険料で大きな保障
（死亡・高度障害）が得られ
ます。

保障

さらに医療特約も！
※病気やケガによる入院、所定の
　手術を保障 （保険料別料金となります）

●無事故給付金 ・・・・・・・
●入院時給付金 ・・・
●手術給付金 ・・・・・

10万円
1日   5千円
最高20万円

融資融資貯蓄貯蓄 保障保障商工会の福祉共済
ライフスタイルと
必要補償額に応じて

加入プランをご検討いただけます。

事務処理委託の3つのメリット

●共済制度の詳しい内容は、
　　　　　パンフレット等を必ずご覧ください。

商工会会員だからこそ
　　加入できる特別な制度！

「けが」の補償 「病気」の補償 トータル「がん」補償
掛金

2,000円～
掛金

1,000円～
掛金

3,000円～

仕事以外でも国内外24時間補償！

掛金はプラン毎に年齢・性別・職種に関わりなく一律！

交通事故・不慮の事故以外に天災でも「けが」の補償！

けがも病気も日帰り入院から補償！

けがの補償　80歳まで補償！

病気の補償　74歳まで補償！

労働保険の加入手続は
おすみですか？

労働保険事務を事業
主に代わって処理しま
すので、事務の手間が
省けます。

労働保険料の額にか
かわらず、労働保険料
を３回に分割納付でき
ます。

労災保険に加入できな
い事業主や家族従事
者なども、労災保険に
特別加入することがで
きます。

労働保険

労災
保険

雇用
保険

労働保険は商工会にご相談ください。

労働者を1人でも
雇っている事業主は労働保険に加入する義務があります！
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■　会長年頭挨拶

■　真庭市長・新庄村長　新年の挨拶

■　支援の広場

・勝山支所　移転のお知らせ
・労働局からのお知らせ
・景況調査報告
・決算書の読み方セミナー案内
・確定申告手続き案内
・税務署からのお知らせ

■　経営発達支援計画報告・
 　真庭市産業サポートセンター報告

■　平成28年度 青年部・女性部 行事報告

・青年部中四国主張発表大会報告
・県青年部・女性部創立50周年記念大会報告

■　部会報告
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■　とり年大集合
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オーストリッチファーム湯原では、湯原地域の新しい特
産品を目指して「湯原温泉ゆけむり地鶏」を飼育
販売しています。
大自然の中で草や土をついばみ、ミネラルたっぷりの
高原地下水を飲み、のびのび育てたこだわりの地鶏は、
特有の歯ごたえとコクのある美味しい特産地鶏として
徐々にご好評いただいています。
また、平飼い卵「あさひの輝き」の卵かけごはんも
絶品です。
お問い合わせ先
㈱オーストリッチファーム湯原
住所：岡山県真庭市釘貫小川347-1
TEL：0867-62-2244　FAX：0867-62-2245

「湯原温泉ゆけむり地鶏」

事務軽減 分割納付 特別加入メリット
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この広報誌は，環境にやさしい
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

真
庭
商
工
会
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
創
生
元
年
か
ら
二
年
目
、
全
国
の
自
治
体

が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
種
々
な
施

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
新
庄
村
は「
村
民
一
家
族
」

の
村
で
の
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
定
住
促
進
と
村

民
の
生
活
自
主
再
生
計
画
が
国
、
政
府
の
地
域
再

生
計
画
に
認
定
さ
れ
、
現
在
、
こ
の
認
定
を
受
け

て
、
村
の
将
来
と
村
民
に
と
っ
て
必
要
な
分
野
で

計
画
し
た
具
体
的
な
施
策
の
実
現
に
大
き
な
夢

を
咲
か
す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
一
次
産
業
が
中
心
の
新
庄
村
は
就
労
先
が
少

な
く
、
人
口
減
対
策
で
雇
用
の
確
保
が
第
一
の
課

題
で
あ
り
、
介
護
や
育
児
、
地
域
参
加
が
可
能

な
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
若

者
の
流
出
抑
止
、
移
住
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
㈱
ま
ち
づ
く
り
新
庄
村

を
設
立
し
、
同
社
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
か
ら
仕

事
を
受
注
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
育

成
・
進
行
管
理
、
成
果
品
の
品
質
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を「
が

い
せ
ん
桜
通
り
」
に
あ
る
古
民
家
を
改
修
し
て

設
置
し
、
１
階
は
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
用
の
事
務
室
と

無
料
で
利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
２
階

は
有
料
の
会
議
室
と
し
て
い
ま
す
。
働
く
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
地
域
住
民
や
観
光
客
な
ど
誰

も
が
親
し
み
や
す
く
利
用
で
き
る
交
流
施
設
の

機
能
も
持
た
せ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
月
に
約
４

０
０
人
の
利
用
が
あ
り
好
評
で
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
新

た
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」

を
取
り
入
れ
た
教
室
を
無
料
で
開
き
、
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
財
源
と
し
、
将
来
の
新
庄
村

を
担
う
想
像
力
豊
か
な
人
材
が
育
っ
て
く
れ
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
新
た
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
地
元
特

産
品
な
ど
を
中
心
に
返
礼
品
の
拡
充
を
図
り
地

域
経
済
の
活
性
化
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

観
光
面
で
は
、が
い
せ
ん
桜
を
後
世
に
引
継
ぎ
、

活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
桜
の
生
育

環
境
整
備
と
同
時
に
、
旧
出
雲
街
道
の
魅
力
の

創
出
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
旧
出

雲
街
道
の
歴
史
に
か
か
わ
る
研
修
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
地

域
住
民
活
動
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
宿
泊
機
能
を
強
化
す

る
た
め
、「
が
い
せ
ん
桜
通
り
」
の
古
民
家
を
改

修
し
て
宿
泊
施
設
を
整
備
し
宿
泊
客
の
滞
在
人

口
を
増
や
す
こ
と
で
更
な
る
賑
わ
い
の
創
出
を

目
指
し
ま
す
。

県
内
認
定
初
の
「
道
の
駅
」
と
し
て
、
平
成
７

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
メ
ル
ヘ
ン
の
里
新
庄
」
は
、

老
朽
化
も
進
み
、
こ
こ
で
機
能
と
魅
力
強
化
の
た

新 年 の ご 挨 拶新 年 の ご 挨 拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
市
の
商
工
業
を
は
じ
め
と

し
た
産
業
振
興
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
地
域
経
済
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
市
政
各
般
に

わ
た
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
真
庭
市
で
は
、
第
2
次
総
合
計
画
の
基

本
で
あ
る
「
多
彩
な
真
庭
の
豊
か
な
生
活
〜
真
庭

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
実
現
を
目
指
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
諸
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
べ
て
の
「
ひ
と
」
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
ま
ち
」、
そ
し
て
、
地
域
資
源
の
中
か
ら
真

庭
市
で
生
き
る
価
値
を
見
つ
け
、
自
分
ら
し
い
生

き
方
、
誇
り
を
持
っ
て
、
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら

生
き
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
は
、
安
定
し
た
経
済
的
基

盤
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
育

成
と
就
業
機
会
の
多
様
化
を
図
り
、
資
源
の
循
環

に
よ
る
「
回
る
経
済
（
循
環
型
地
域
経
済
）」
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
や
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
代
表
と
す
る
真
庭
に
豊
富
に
存
在
す
る
地

域
資
源
で
あ
る
森
林
・
木
材
資
源
を
活
用
し
た
木

材
産
業
界
の
取
組
は
、
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
、

地
方
創
生
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
評
価
さ
れ
、

真
庭
市
の
存
在
感
を
大
き
く
示
し
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
全
国
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

深
刻
化
と
い
う
社
会
情
勢
の
中
、
中
山
間
地
域
に

位
置
す
る
真
庭
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年

間
で
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
構
造
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、5
年
間
に
実

施
す
べ
き
具
体
的
な
政
策
・
施
策
を
明
確
化
し
、

2
0
4
0
年
に
お
け
る
人
口
3
4,
0
0
0
人
に
向

け
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
活
性
化
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
創
設
し
た
「
真
庭
市
未
来
を
担
う

人
応
援
基
金
」
を
活
用
し
、産
業
界
を
支
え
る
「
ひ

と
」
の
育
成
と
確
保
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
奨
励
事
業
を
通
じ
、
市
内
事
業
者
の
人
材

確
保
を
図
る
ほ
か
、
教
育
、
福
祉
な
ど
、
幅
広
い

分
野
で
の
基
金
の
活
用
に
よ
り
、
真
庭
市
の
未
来

を
担
う
「
ひ
と
」
の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
真
庭
商
工

会
を
中
心
に
、
行
政
、Ｊ
Ａ
が
連
携
し
て
実
施
す

る
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
、

地
域
資
源
活
用
や
農
商
工
連
携
と
い
っ
た
新
規
事

業
の
展
開
や
販
路
開
拓
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
地

域
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

真
庭
商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
か
ら

真庭商工会
会長　山下　豊

（
平
成
28
年
４
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
９
月
28
日
）

（
敬
称
略
）

◆
北
房
地
区

I terasu

◆
落
合
地
区

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
イ
ケ
ダ

Ｏ
Ｔ
Ｋ

富
岡
珈
琲

福
井
建
設

◆
久
世
地
区

草
刈
り
本
舗
み
か
な
や

㈱
タ
イ
ヤ
館
真
庭

◆
勝
山
地
区

は
こ
ら
ぼ

◆
湯
原
地
区

O
ne

㈱

新
会
員
さ
ん
紹
介

新
会
員
さ
ん
紹
介

商
工
会
は
頑
張
っ
て
い
る

あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

金
融
・
税
務
・
労
働
な
ど

日
常
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

専
門
家
の
派
遣
も
行
い
ま
す
。

新庄村長
小倉博俊

真庭市長
太田　昇

本
格
始
動
し
た
「
真
庭
も
の
づ
く
り
産
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
懇
談
会
」
で
の
市
内
製
造
業
者
の
連
携
強

化
や
「
創
業
塾
」
の
開
催
に
よ
る
創
業
支
援
な
ど

各
種
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
経
済
の
牽
引
役

と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

地
域
雇
用
を
守
り
、
地
域
雇
用
を
生
み
出
す
主

役
は
、
ま
さ
に
経
済
界
の
皆
様
で
あ
り
、
地
域
の

総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
真
庭
商
工
会
の
役
割
は

誠
に
重
要
で
あ
り
、
大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

真
庭
市
の
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
、
今
の
生
活

を
さ
ら
に
豊
か
に
す
る
こ
と
で
魅
力
を
上
げ
、
誰
も

が
存
在
感
を
持
っ
て
輝
く「
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

実
現
の
た
め
、
人
や
企
業
を
惹
き
つ
け
る
「
魅
力
あ

る
真
庭
」
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

発
展
を
目
指
し
、
引
き
続
き
歩
調
を
合
わ
せ
て
前

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
市
商
工
業
の
発
展
を
担
う
真
庭
商

工
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

め
施
設
更
新
を
図
り
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、

㈱
メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
の
経
営
強
化
を
図
り
、
ヒ

メ
ノ
モ
チ
を
中
心
に
販
売
戦
略
の
強
化
と
雇
用
の

拡
大
、
村
民
の
集
う
施
設
と
し
て
新
た
に
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

基
本
構
想
を
策
定
中
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
平
成
27
年
度
に
策
定

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

基
づ
い
た
も
の
で
す
が
、
総
合
戦
略
に
は
、『
村
民

一
家
族
の
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
』
を
理

念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
団
結
力
で
、
住
民
が
村
づ
く
り
の
主
役
と
な

り
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
目
指
し
、『
新
庄

で
育
っ
て
良
か
っ
た
』『
新
庄
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
』

と
思
え
る
村
づ
く
り
に
向
け
、
今
年
も
全
力
で
挑

戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
真
庭
商
工
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

年
頭頭
挨挨
拶拶

商
工
会
が
小
規
模
事
業
者
支
援
の
た
め
に
作
成
す
る「
経
営
発
達
支
援
計
画
」を
国
が
認
定
す
る
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。全
国
で
７
０
８
件（
８
１
５
単
会
）が
、岡
山
県
に
お
い
て
は
12
商
工
会
が
認
定
さ
れ
、計
画
を
実
行
中
で
す
。

経
営
発
達
支
援
計
画
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
！

「
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
、

商
工
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら

え
る
商
工
会
に
し
た
い
！
」
と
い
う

想
い
か
ら
真
庭
商
工
会
の
経
営
発
達

支
援
計
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
金
融
、

税
務
会
計
、
労
働
保
険
等
以
外
で
会

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
に
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
商
工
会
の
諸
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
国

大
統
領
当
選
な
ど
、
大
方
の
事
前
の
予
想
を
裏
切
る

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
主

義
や
大
衆
迎
合
主
義
、
保
護
主
義
の
台
頭
な
ど
、
歴

史
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
な
年
で
し
た
。

今
後
の
日
本
の
政
治
経
済
に
ど
の
様
な
影
響
が
あ

る
の
か
予
測
は
困
難
で
す
が
、
年
末
予
想
に
反
し
て

円
安
、
株
高
に
な
る
な
ど
必
ず
し
も
不
安
材
料
ば
か

り
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
か
っ
て
日
本
経

済
が
着
実
に
回
復
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
す
真
庭
地
域

の
隅
々
ま
で
恩
恵
が
行
き
渡
っ
て
く
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
真
庭
商
工
会
で
は
昨
年
は
、
勝
山
・
落
合
・
湯

原
各
支
所
の
移
転
の
問
題
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
勝

山
支
所
は
真
庭
市
勝
山
振
興
局
が
中
央
図
書
館
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
為
に
、
急
遽
立
ち
退
き
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
真
庭
市
の
ご
好
意
に
よ
り

良
い
場
所
を
提
供
し
て
頂
き
、
大
変
立
派
な
支
所
が

完
成
し
、
年
末
に
は
め
で
た
く
開
所
式
を
挙
行
、
移

転
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

改
め
て
設
計
、
管
理
の
㈱
田

中
設
計
、
施
工
業
者
の
㈱
三

協
商
建
を
は
じ
め
関
係
各
位

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。落

合
支
所
に
つ
い
て
は
、
今

年
早
い
時
期
に
決
着
が
つ
く

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

湯
原
支
所
の
方
は
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。会

員
減
少
の
中
で
、
支
所
の
新
築
は
い
か
が
な
も
の
か

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
き
め
細
か
い

会
員
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
為
に
地
域
の
会

員
の
皆
様
が
気
軽
に
集
え
る
拠
点
が
是
非
必
要
だ
と
い

う
思
い
で
す
。
是
非
と
も
十
二
分
に
利
活
用
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
「
月
刊
商
工
会
」
12
月
号
に
は〝
使
っ
て
得
す
る

商
工
会
〞と
い
う
特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
よ
く
ご
存
知
の
皆
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、
あ
ら
た
め
て
商
工
会
は
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
て
頂
く
た
め
に
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

①
経
営
全
般
の
よ
ろ
ず
相
談
お
受
け
し
ま
す

②
商
工
会
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の
実
施

③
店
舗
改
装
の
相
談
な
ど
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
専
門

家
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す

④
税
の
悩
み
は
何
で
も
解
決
、
税
務
相
談

⑤
煩
わ
し
い
日
々
の
記
帳
業
務
を
代
行

⑥
無
担
保
、
無
保
証
、
低
利
の
マ
ル
経
融
資

⑦
手
軽
な
掛
金
で
も
し
も
の
場
合
に
幅
広
く
対
応
、
福

祉
共
済
制
度

⑧
販
路
拡
大
、
物
産
展
へ
の
出
品
な
ど
Ｐ
Ｒ
の
場
を
提
供

し
ま
す

⑨
ネ
ッ
ト
販
売
な
ら
通
販
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク

ト
.
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
に
お
ま
か
せ

⑩
小
規
模
事
業
者
の
為
の
持
続
化
補
助
金
な
ど
国
や
県

へ
の
補
助
金
申
請
の
お
手
伝
い

⑪
経
営
の
ヒ
ン
ト
や
商
売
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
役
立
つ
情
報

の
ご
提
供
な
ど
な
ど
・・・

商
工
会
は
こ
ん
な
に
沢
山
の
皆
様
に
お
役
に
立
つ
仕

事
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
に
入
っ
て
も
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
と
言
う
前

に
、
折
角
入
っ
た
商
工
会
、
し
っ
か
り
利
活
用
し
て
頂
い

て
、
さ
ら
に
皆
様
に
元
気
に
な
っ
て
頂
き
、
真
庭
が
益
々

光
り
輝
く
地
域
と
な
り
ま
す
よ
う
念
願
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

員
の
皆
様
に
お
役
に
立
て
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
徹
底
的
に
役
職
員

間
で
議
論
し
た
結
果
、
様
々
な
補
助

金
制
度
や
支
援
施
策
の
活
用
、
商
工

会
の
職
員
間
や
外
部
専
門
家
と
連
携

し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
は
か

る
こ
と
で
、①
伴
走
型
支
援
に
よ
る

事
業
計
画
の
策
定
及
び
実
行
支
援
の

強
化
、②
起
業
・
創
業
・
新
事
業
の

促
進
、③
経
営
革
新
等
に
よ
る
内
発

型
産
業
育
成
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
た
計
画
が
で
き
た
の
で

す
。本

年
度
は
「
事
業
計
画
策
定
支

援
」「
創
業
支
援
」「
経
営
革
新
・
新

事
業
展
開
支
援
」「
需
要
開
拓
・
販

路
開
拓
」
の
4
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
さ
せ
た
伴
走
型
経
営
支
援
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

（
具
体
的
な
取
組
事
例
は
６
頁
に
）

真
庭
商
工
会
が

　
経
営
発
達
支
援
事
業
に

　
　
積
極
的
に
取
組
む
理
由

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
で

皆
様
が
気
軽
に
集
え
る
拠
点
と
し
て
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雇用保険の適用拡大等について
平成29年１月１日より
　　65歳以上の労働者も
　　　　雇用保険の加入対象となります。

決算書の読み方習得
セミナー多くの事業所を見

てきた公認会計士
から学ぶ !!

個人事業主の方が
活用できる決算書
の見方がわかる！

確定申告の
注意点と身近な節税の
ポイントがわかる！

確定申告における
マイナンバーの取り扱い

解説付き！

先着30名

このページの詳しい情報をお知りになりたい方は、　真庭商工会もしくは各支所までお問い合わせください。

　
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
手
続
き
を
次
の
と
お
り
各
支
所
で
実
施
し
ま
す
。

　
ご
都
合
の
悪
い
方
、
初
め
て
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
日
程
以
外
に
も

個
別
に
相
談
を
承
り
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
北
房
支
所（
３
日
間
） ２
月
27
日（
月
） ３
月
７
日（
火
）・
13
日（
月
）

●
落
合
支
所（
３
日
間
） ２
月
22
日（
水
） ３
月
２
日（
木
）・
10
日（
金
）

●
久
世
地
区（
３
日
間
） ２
月
24
日（
金
） ３
月
３
日（
金
）・
10
日（
金
）

●
勝
山
支
所（
３
日
間
） ２
月
20
日（
月
） ３
月
１
日（
水
）・
８
日（
水
）

●
美
甘
支
所（
１
日
間
） ３
月
10
日（
金
）

●
湯
原
支
所（
３
日
間
） ２
月
23
日（
木
） ３
月
３
日（
金
）・
９
日（
木
）

●
蒜
山
支
所（
３
日
間
） ２
月
22
日（
水
）・
28
日（
火
） ３
月
８
日（
水
）

●
新
庄
支
所（
２
日
間
） ３
月
１
日（
水
）・
10
日（
金
）

＊
持
参
書
類
等
＊

・
関
係
諸
帳
簿
及
び
決
算
書
綴
り

・
28
年
分
決
算
書
及
び
申
告
書
用
紙

（
昨
年
度
、
電
子
申
告
さ
れ
た
方
は
税
務
署
か
ら
用

紙
が
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

ハ
ガ
キ

・
生
命
保
険
料
・
損
害
（
火
災
・
地
震
）
保
険
料
控
除

証
明
書

・
各
種（
給
与
・
年
金
・
報
酬
）

源
泉
徴
収
票

・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

（
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
済
み
）

・
印
鑑（
認
印
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類

詳しくは

記帳・帳簿等の
　　　　　保存制度について

国税庁 で 検索

個人で事業（農業を含む）や不動産貸
付等を行う全ての方について、記帳と
帳簿等の保存が必要となっています。

※所得税の申告の必要がない方も、
　記帳・帳簿等の保存制度の対象です。

マイナンバーの本人確認書類について

国税庁ホームページ トップページ上段
　　　　　　　　　　　をクリック
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

＊「パンフレット手引き」→「所得税関係」→
「個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等
の保存について」をご覧ください。

便利な　　　　　をぜひご利用くださいe-Tax
国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」で
作成したデータをe-Taxで送信できます。
自宅やオフィス、税理士事務所などから
インターネットを利用して、申告、申請、届出等ができます。

国 税 に 関 す る
マイナンバー制度の
最 新 情 報

　
平
成
28
年
12
月
５
日
（
月
）、
関
係
者
多
数
の

出
席
の
も
と
、
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。
同
日

よ
り
、
新
会
館
の
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
会
館
の
住
所
は
、

真
庭
市
勝
山
70̶

３
、

電
話
番
号
等
そ
の
他

の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
館
内
に
は
、
相

談
室
等
も
設
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

勝
山
支
所
移
転
の
お
知
ら
せ

▲ 34.0

▲ 33.0

▲ 29.0

▲ 25.0

▲ 32.0

▲ 36.0

▲ 36.0

▲ 16.0

▲ 40.0

▲ 24.0

▲ 16.0

▲ 32.0

▲ 16.0

▲ 20.0

▲ 28.0

▲ 12.0

▲ 40.0

▲ 36.0

▲ 52.0

▲ 48.0

●業況判断DIの水準
　DI＝（増加・上昇・好転等の回答割合）－（減少・低下・悪化等の回答割合）

●業況天気図

20以上 0以上
20未満

▲20以上
0未満

▲40以上
▲20未満

▲60以上
▲40未満 ▲60未満

全産業 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

28/1～3

4～6

7～9

10～12

真庭商工会　景 況 調 査 －平成28年7～9月期－

0
（％ポイント）
（好転）

▲20

▲40

▲60
全産業

（悪化）

製造業
建設業

業　　種　　別

卸小売業 1人以下
2～9人
従業員規模別

10人以上 法人 個人

経営組織別
サービス業

収益状況ＤＩ

平成28年7～9月期の収益状況DIは、前期比1.0ポイント上昇の▲30.0
となった。もっとも、「やや悪化」「悪化」と回答した企業割合は2期連続
で4割を超え、全体ではほぼ横ばいにとどまり、低水準が続いている。
業種別にみると、製造業は3期連続、サービス業は2期ぶりに悪化した一
方、建設業は2期連続、卸小売業は4期ぶりに改善した。業種によるばら
つきは、売上高DIと同様の特徴となっている。従業員規模別にみると、1
人以下は2期ぶりに悪化した一方、2～9人は2期連続、10人以上は3期ぶ
りに改善した。経営組織別にみると、個人は2期連続で悪化したもの
の、法人は2期連続で改善した。
先行き平成28年10～12月期は売上高DIと同様に、製造業、サービス
業の改善を受け、9.0ポイント上昇の▲21.0となり、収益状況は持ち直す
見込みである。

平成28年7～ 9月期の業況判断DIは、前期比4.0ポイント上昇
の▲29.0と、2期連続で改善した。「やや悪化」と回答した割合
が減少し、全体としては上昇したものの、業種や従業員規模によ
りばらつきがみられた。業種別にみると、サービス業は悪化、製
造業は横ばいだったものの、建設業、卸小売業は改善した。サー
ビス業はこれまでのけん引役である観光需要が息切れし、製造業
では受注が伸び悩んだ。一方、建設業は一定量の工事受注の回
復がみられ、卸小売業は域内需要が下げ止まった。従業員規模
別にみると、1人以下は2期ぶりに悪化した一方、2～ 9人は2期
連続、10人以上は4期ぶりに改善した。経営組織別にみると、法
人は2期連続で改善したものの、個人は2期連続で悪化した。
先行き平成28年10～12月期は4.0ポイント上昇の▲25.0となり、
製造業、サービス業の持ち直しを背景に、景況感の改善は続く見
通しである。

業況判断2期連続で好転も回復は小幅 収益状況は、低水準続き、業種間でもばらつき

DI＝（増加・上昇・好転等の回答割合）－（減少・低下・悪化等の回答割合）

　平成29年１月１日より、これまで適用除外であった65
歳以上の労働者も、雇用保険の加入対象となります。
　下記のとおり、雇用保険の加入要件（1週間の所定労働
時間が20時間以上であり、31日以上の雇用見込みがあ
ること。）に該当する労働者がいる場合は、事業所管轄の
ハローワークに「雇用保険被保険者資格取得届」の提出
が必要となります。
● 平成29年１月１日以降、新たに65歳以上の労働者を
雇用した場合

● 平成28年12月31日までに65歳以上の労働者を新
たに雇用し、平成29年１月１日以降も継続して雇用し
ている場合
なお65歳以前から雇用し、すでに雇用保険に加入して
いる労働者については、届出は必要ありません
また、雇用保険料の徴収は、平成31年までは免除とな
ります。

イータックス
くわしくはe-Taxホームページ
をご覧ください。

www.e-tax.nta.go.jp

◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

◆マイナンバーカードをお持ちでない方は

●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅等からe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。

番号確認書類
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）

などのうちいずれか1つ

身元確認書類
《記載したマイナンバーの持ち主であることを確
認できる書類》
●運転免許証　　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　　●身体障害者手帳
●在留カード

などのうちいずれか1つ

平成28年度 消費
税転嫁対策講習会

◆講　　師：小橋公認会計士総合事務所
 こばし ひさゆき
　　　　　　代表 小橋　仙敬 氏
◆開催日時：平成29年１月26日（木曜日）
　　　　　　午後1時30分～午後3時30分
◆開催場所：勝山文化センター　1階研修室
　　　　　　（〒717－0013　真庭市勝山319）
◆定　　員：30名（早めのお申込をお願いします。）
◆申 込 先： 真庭商工会（TEL.42-4325・FAX.42-4337）

又は最寄りの支所へ

売上アップ
収益アップに是非
活用してください。

「今年こそは自分で決算書が読み取れる経営者になろう！」とお考えの方必見！

注目 注目 注目

受講料 無料

▲ 38.2

▲ 55.9

▲ 44.1▲ 44.1

▲ 27.3▲ 27.6
▲ 20.9

▲ 50.0▲ 52.0

▲ 28.0

▲ 31.0
▲ 36.0

▲ 8.0

▲ 16.7
▲ 20.7▲ 20.5

▲ 55.6

▲ 28.0

▲ 36.0

▲ 16.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 9.1▲ 9.1

▲ 3.4▲ 3.4

▲ 18.2▲ 18.2

▲ 44.4▲ 44.4▲ 44.0▲ 44.0

▲ 20.0▲ 20.0

▲ 8.0▲ 8.0

▲ 21.0▲ 21.0

▲ 12.0▲ 12.0

前期 今期 来期見通し

真庭商工会 　平成29年１月１日（4）（5）真庭商工会 　平成29年１月１日



事
業
所
名

　ひ
の
き
草
木
染
織
工
房

代
表
者
名

　加
納
容
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

平
成
28
年
5
月
、
新
事
業
へ
の
展

開
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
会
が
主
催
す
る
経
営

革
新
塾
に
後
継
者
と
と
も
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
集
団
セ
ミ
ナ

ー
だ
け
で
な
く
、
講
師
の
松
本
先
生

（
中
小
企
業
診
断
士
）
と
と
も
に
事

業
所
に
伺
い
、
個
別
対
応
に
て
計
画

書
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
本

計
画
は
岡
山
県
の
経
営
革
新
計
画
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
現
在

は
3
月
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
始
に

向
け
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
よ
う
に
①
研
修
に
参
加
頂

く
こ
と
で
事
業
計
画
策
定
へ
の
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
、②
そ
の
内
容

を
着
実
に
実
行
し
て
頂
く
た
め
に
、

再
度
顔
を
あ
わ
せ
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
、③
単
な
る
助
言
で
な
く
、
商

売
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
商
工
会
は
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
真
庭
商
工
会
が
取
組
む
経
営
発
達
支
援
計
画
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度

は
「
事
業
計
画
策
定
支
援
」
「
創
業
支
援
」
「
経
営
革
新
・
新
事
業
展
開

支
援
」
「
需
要
開
拓
・
販
路
開
拓
」
の
4
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ

せ
た
伴
走
型
経
営
支
援
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
、
２
つ
の
支
援
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
16
日
（
水
）
に
勝

山
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、モ
ノ
・

マ
ガ
ジ
ン
元
編
集
長
の
坪
井
氏
を

講
師
に
招
き
、
売
れ
る
商
品
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
師
の
坪
井
氏
は
「
モ
ノ
・
マ
ガ

ジ
ン
」
の
創
刊
を
は
じ
め
、
数
々
の

雑
誌
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い

ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
坪
井
氏
は
、

日
常
を
詳
細
に
観
察
し
、
見
た
モ

ノ
、
感
じ
た
コ
ト
の
中
か
ら
、
ヒ
ン

ト
と
な
る
も
の
を
取
り
出
し
、
実
行

に
移
す
気
づ
き
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
提
唱
。

50
名
の
参
加
者
が
「
気
づ
き
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

事
業
所
名

　も
り
あ
ん

代
表
者
名

　母
里
啓
二

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

今
回
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
母
里
啓
二
様
（
も
り
あ
ん
）
は
、
退

職
後
、
以
前
家
業
で
営
ん
で
い
た
製

餡
業
で
の
創
業
相
談
に
て
来
会
さ
れ

ま
し
た
。
創
業
に
向
け
た
「
想
い
」
を

お
聞
き
し
、
こ
れ
を
実
現
す
べ
く
、
事

業
計
画
の
策
定
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
策
定
支
援
を
起
点
に
創
業
ま

で
の
道
筋
が
で
き
、「
真
庭
市
起
業
支

援
事
業
補
助
金
」
の
活
用
、
金
融
機

関
か
ら
の
資
金
調
達
へ
と
繋
が
り
、

当
初
の
計
画
通
り
無
事
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
開
業
後

ま
も
な
く
地
元
落
合
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
に
勧
奨
し
「
自
家
製
お
は
ぎ
」
を

出
品
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
た

だ
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
お
客
様

の
ご
意
見
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、

地
域
内
で
の
認
知
度
向
上
も
図
る
と

同
時
に
、
当
社
の
商
品
を
求
め
て
い

る
お
客
様
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

一
時
的
な
経
営
支
援
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
今
後
も
引
き
続
き
伴
走

型
支
援
を
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

商
売
の

　き
っ
か
け
を
提
供

経
営
革
新

雇
用
ニ
ー
ズ
の
把
握
ま
で

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
実
施

創
業
支
援

青
年
部
中
国・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会





堂
々
と
し
た
発
表
！
青
年
部
活
動
を
通
じ

地
域
の
振
興
を
目
指
し
て
！

柴
田
部
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

素
晴
ら
し
い
経
験
と

　
　
　
　
　
　な
り
ま
し
た
！

女
性
部
が「
中
国
経
済
産
業
局
長
賞
」を
受
賞
！

●
柴
田
部
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

住
　
　
所

真
庭
郡
新
庄
村
２
７
５
０
｜
１

事
業
所
名

　32‘
café

事
業
内
容

　
移
動
カ
フ
ェ

詳
　
　
細

平
成
27
年
度
よ
り
青

年
部
に
入
部
。
蒜
山
エ
リ

ア
に
所
属
し
て
い
る
。



































































経
営
発
達
支
援
事
業

経
営
発
達
支
援
事
業

平
成
28
年
度
は
４
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実

伴走型支援

取組み事例

！！

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
セ
ミ
ナ
ー

「
気
づ
き
」
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
習
！

「気づき」を提唱する坪井氏

▲草木染めの「のれん」がかかった加納さんの店舗

▲イベントブースで
お客様のニーズを直接聞く母里さん

▲もりあんの商品「自家製おはぎ」

▲専門家と担当の大谷指導員が計画策定を支援

▲県下青年部員による熱の入った応援

▲女性部を代表して表彰を受ける初本部長

▲今後、好景気は
20～30年来ないと語る須田氏

▲発表する柴田部員

岡
山
県
商
工
会
青
年
部・女
性
部
創
立
50
周
年
記
念
大
会・祝
賀
会

全
国
商
工
会
連
合
会
の
「
青
年
部
・

女
性
部
組
織
化
50
周
年
記
念
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
９
月
22
日
（
木
）
に

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て
、
岡

山
県
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
創
立

50
周
年
記
念
大
会
・
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
〜
夢
を
か
た
ち
に
〜
　
商
い
で
つ

な
ぐ
人
の
輪
　
地
域
の
和
」
と
大
会

テ
ー
マ
を
題
し
て
、
県
内
青
年
部
員
・

女
性
部
員
が
一
堂
に
会
し
、
事
業
経

営
の
傍
ら
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
様
々
な
事
業

に
取
り
組
み
、
地
域
振
興
に
貢
献
し

て
き
た
「
青
年
部
・
女
性
部
」
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
併
せ
て
次
代
に
向
け
て

更
な
る
事
業
の
推
進
と
県
内
青
年
部
・

女
性
部
の
一
層
の
発
展
を
期
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
９
月
10
日
（
土
）
に
、

山
口
県
下
関
市
に
お
い
て
、
青
年
部

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年

部
主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、
真

庭
商
工
会
青
年
部
所
属
の
柴
田
部
員

が
岡
山
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
真
庭
か
ら
は
20
名
の
部
員
が
応

援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

柴
田
部
員
は
「
村
人
女
子
の
挑

戦
！！
〜T

ry everything! 

　

全
て

に
挑
戦
す
る
の
よ
！
〜
」
と
題
し
て
、

田
舎
の
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て

い
く
中
で
、
元
々
そ
の
地
域
で
生
ま

れ
育
っ
た
子
供
達
に
ふ
る
さ
と
へ

帰
っ
て
来
て
も
ら
え
る
子
育
て
や
、

流
れ
を
作
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
熱

弁
し
、
そ
の
思
い
を
実
行
す
る
た
め
、

青
年
部
活
動
を
通
じ
、
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
惜
し
く
も
優
良
賞
で
し

た
が
、
冷
静
で
堂
々
と
し
た
発
表
態

度
は
、
発
表
者
の
中
で
も
上
位
で

あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

柴
田
部
員
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
山
大
会
、
中
四
国
大
会
ど
ち

ら
も
緊
張
感
と
ず
っ
と
闘
い
続
け

た
４
ヶ
月
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
経
験
を
通
し
て

自
分
の
成
長
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た

し
、
何
よ
り
、
商
工
会
青
年
部
に

入
っ
て
１
年
の
私
に
、
た
く
さ
ん

の
応
援
し
て
下
さ
る
仲
間
が
出
来

て
い
た
事
を
再
認
識
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

改
め
て
こ
の
仲
間
と
地
域
に
貢

献
出
来
る
事
を
や
っ
て
行
き
た
い

と
確
信
出
来
る
素
晴
ら
し
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

遠
く
ま
で
応
援
に
来
て
下
さ
っ

た
皆
様
、
ご
尽
力
下
さ
っ
た
事
務

局
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
係
者
と
中
国
経
済
産
業
局
長
、

岡
山
県
知
事
、
岡
山
市
長
他
の
多
数

の
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
約

５
０
０
名
の
参
加
者
で
、
真
庭
商
工

会
か
ら
は
、
青
年
部
11
名
、
女
性
部

36
名
が
参
加
し
、
山
下
会
長
も
ご
臨

席
下
さ
い
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
の
後
に
記
念
講
演
と

し
て
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
須
田

慎
一
郎
氏
を
お
招
き
し
、「
底
な
し
」

日
本
経
済
大
不
況
〜
日
本
経
済
の
本

当
の
姿
と
大
不
況
の
出
口
を
探
る
！

〜
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
中
で
、
当
会
女
性
部
が
「
優

良
女
性
部
」
と
し
て
、
栄
え
あ
る
「
中

国
経
済
産
業
局
長
賞
」を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
こ
の
よ
う
な
喜
び
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
の
は
、
本
会
会
長
を

は
じ
め
役
員
の
方
々
に
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
、
真
庭
商
工
会
女
性
部

と
し
て
設
立
し
、
女
性
部
員
の
皆
様

と
明
る
く
楽
し
く
協
力
し
合
っ
て
部

活
動
を
実
施
し
て
き
た
賜
物
で
あ
り
、

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
商
工
業
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、

な
お
一
層
部
員
同
士
仲
良
く
部
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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